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Abstract: This paper shows the advantage and architecture of Infiniband which is a new standard
replaced PCI. After several years all server machines are going to have Infiniband on board in order
to adapt for the advanced network society.

1 はじめに

サーバの CPUと，ネットワークカードなどの周辺機
器との間の I/Oのスピード差は，ここ数年，課題とされ
てきた．この問題を解決するため，これまでにも PCI-X
などの規格が持ち上がったが，最も有力視されているの

が Infinibandである．
現在の主流である PCIとは異なり，Infinibandでは

他の周辺機器との接続を共有せず，ポイント間での直接

接続が実現することになる．また高速化以外にも，拡張

性や信頼性の向上といったメリットがあるため非常に注

目されている．

2 PCIの限界

2.1 PCIとは

現在の主流バス1である PCIとは，米国 Intel社など
のハードウェアメーカーで組織される，標準化団体PCI
SIGが策定したローカルバス規格のことである．PCIバ
スは，32bit幅，最大 133Mbps2のデータ転送が可能で，
また，特定の CPUを選ばないこと，既存の多くのバス
と共存可能であったことから，急速に標準化した．Fig.
1に PCIを用いた入出力システムを示す．2)

2.2 PCIの問題点

PCIバスは長年にわたって標準規格として使われて
きた．しかし，今日の要求であるサーバシステムの性能

や RAS3の向上，スケーラブルなシステム構成など，大

規模なシステムを構築する上でいろいろな問題点が出て

きた．

現在のアーキテクチャでは，次のような問題が存在し

ている．

• PCIでは，それぞれの I/Oコントローラがバスお
よびアドレス空間を共有するため，局所的な障害が

1CPUと各装置間の通信路はバスという共有されるデータの転送
路を使って行われる．1)

264bit 幅，最大 533Mbpsの規格もある
3Reliability Availablity Serviceability(それぞれ信頼性，可用性，

保守性)

Fig. 1 入出力システムの構成

システム全体に影響を与える．

• バスを複数のアダプタで共有するため，各アダプタ
あたりのバンド幅が制限される．

• CPUが I/Oコントローラを直接制御するため，I/O
動作により CPU負荷が増加する．また，CPUは
PCIバス上の障害の影響を受ける．

• 共有パラレルバスという性質上，バス速度と接続す
るアダプタ数の上限やバスの長さが制限される．

3 Infiniband

Infiniband4とはサーバの CPUと I/O 専用端末間の
I/O機能をオフロードすることにより，サーバ間のトラ
ンザクション速度を高速化させる新技術のことである．

Infinibandは，PCIのような「バス」技術とは根本的
に異なっている．PCIのデータ経路は多数の装置間で共
有される．一方，Infinibandは，他の装置と接続を共有
することなく，例えば CPUとネットワークカードの場
合のように，1対 1の接続を確立する．3)

4現在の使用では，1チャネルを 1 本のケーブルに収めたもの，4
チャネルを 1 本のケーブルに収めたもの，12チャネルを 1 本のケー
ブルに収めたものの 3種類が規定されている．10数 mまでの距離は
銅線で，それ以上の距離では光ファイバを利用する見込み．
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3.1 Infinibandが登場した背景

インターネットをはじめとしたネットワークの進化に

より，データセンタなどのサーバの重要性が高まるとと

もに，性能に対しさまざまな要求が出てきた．そこで，前

述したような問題を解決して，これらの要求に応えるた

めの I/Oアーキテクチャとして登場したのが Infiniband
である．

技術的にはスイッチを使ったネットワークによって

サーバ・I/O 間を接続しデータ転送を行なう．転送速
度は 2.5Gbpsを基本として，これを 1、4、12本束ねて
使用可能であり，最大転送速度は 30Gbpsとなる．ま
た DAFS(Data Access File System)，SDP(Socket Di-
rect Protocol)，RNDIS(Remote Network Sriver Inter-
face Specification) などのデータプロトコルをサポート
している．4)

3.2 Infinibandの歴史

次世代サーバ向けの I/Oアーキテクチャとしては，当
初 Intel社が中心となって開発していた「Next Genera-
tion I/O(NGIO)」と，Compaq/HP/IBMが中心となっ
ていた「Future I/O(FIO)」があった．1999年 8月に両
者が歩み寄って「System I/O」という名称で統合を発
表され，10月に名称を「Infiniband」と変更した．

規格の策定などは Intel 社を中心に設立された
IBTA(InfiniBand Trade Association) で行われており，
2000年 10月には規格書 Infiniband Architecture Speci-
fication Release 1.0 が発表された．

3.3 Infinibandの利点

Infinibandはサーバクラスタを構築するうえで次のよ
うな利点を持っている．

• 現在の I/Oよりもはるかに広い I/Oバンド幅

• 高い信頼性と相互接続性
• スケーラブルな構成 (1リンクあたり 1，4，12bit)
• 物理媒体として銅線以外にも光ケーブルを使用可能

3.4 Infinibandアーキテクチャの概要

Infinibandの大きな特徴は，CPUと I/Oデバイスを
接続するために共有メモリ/バスではなく，従来のメイ
ンフレームコンピュータで使われていたようなポイント

ツーポイントチャネルを使用することにある．5) Fig.
2に，Infinibandを使用したシステムの概略を示す．

CPUと I/Oデバイスは，Infinibandスイッチファブ
リック5を経由して接続される．CPUはホストチャネル
アダプタ (HCA:Host Channel Adapter)，I/Oデバイス
はターゲットチャネルアダプタ (TCA:Target Channel

5各装置間に複数の独立した経路を設けることによって，データの
転送速度を高めるとともに，1ヶ所の障害の影響がシステム全体に及
ぶのを防ぐ仕組み．

Fig. 2 Infinibandシステムの概略

Adapter)によりスイッチファブリックに接続される．こ
のようなサブネットの構成は動的に管理され，システム

を停止することなく各エレメントの交換や増設が可能で

ある．また，I/Oのバンド幅や冗長性を高めるために，
リンクやスイッチを増設することで対応できる．

4 将来の展望

Infinibandテクノロジがまず最初に想定している用途
は，サーバとリモート・ストレージ/ネットワーク機器
との接続，および複数のサーバ間接続である．このほ

かの用途としては，パラレル・クラスタのプロセッサ間

通信 (IPC)用にサーバ内部で使用することも考えられ
ている．これまでサーバのクラスタリングでは，従来

は各サーバーメーカーが独自規格によって接続してい

たが，Infinibandは初めてメーカーの壁を超えた統一規
格でのクラスタリングが可能になるであろう．さらに，

Infinibandのファブリックは数千ノードまで拡張でき，
リンクも多重化が可能な仕組みになっており，可用性を

高めていると思われる．

そしてそのさらに数年後には，CPUの速度と次世代
のソフトウェアにおけるデータ量の増加に合わせるため

に Infinibandが家庭用 PCに標準搭載されることが予
測できる．
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